
　今シーズンのスキー納めは2月の
末だった。物心ついたときからス
キーをしてきて、留学中を除けば、こ
んなことは初めてである。新型コロナ
ウィルスの感染が拡大していく中で、
2月の中頃から徐々に大人数の行
事が中止や延期になり、あれよあれ

よという間に11月の行事まで中止になるものが出だしている。今この
瞬間にも世界中の感染者は増え続けており、医療従事者の方たち
の必死の努力を感謝し、祈ることしかできないのがもどかしい。
　3月末に、勤務している京都産業大学でクラスター感染が出
た。キャンパスの外で起こったことで、感染者と接触があったわけで
はなかったけれど、それ以来必要最低限の資料だけ引き上げて、
基本的にはあまり出勤せずに仕事をしている。もちろん感染した学
生たちに軽率なところはあったと思うけれど、大学には連日抗議の
電話があり、職員の人たちもだいぶ精神的に追い詰められたとい

うし、京産大の学生というだけで心ない言葉を浴びせられたりした
というのを聞くと心が痛む。
　そんなわけで、東京にも3月末から2か月半足を踏み入れることな
く、ずっと京都で生活していた。日々の買い物にスーパーマーケット
やドラッグストアに行くのはもちろんだけれど、普段であれば歩いて
行かない距離にあるパン屋、和菓子屋、ケーキ屋などまで足を延
ばした。おかげで、たくさんのおいしいお店を開拓できたし、お店の
人とのちょっとした会話を通して、情報交換ができるのも楽しかっ
た。よく行っているお店がテイクアウトを始めたと聞くと、顔を出した。
「商売あがったりですわ！」と言いながらも、明るく頑張っておられる
姿にかえってこちらが励まされたりもした。
　この自粛期間を通して、改めて私はたくさんの方に支えられて生
きているのだなということを実感した。この先の世の中がどうなって
いくのか皆目見当もつかないけれど、毎日生かされていることに感
謝し、この感謝の気持ちをたくさんの方にお返しできるように生きて
いかなければと思う今日この頃である。

総裁  彬子女王

SIAは日本を代表して
国際スキー教師連盟（ISIA）に
加盟しています。

8月11日は「山の日」
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会長　中島 英臣

新生活様式に対応して、
「ピンチをチャンスに」
　暖冬少雪、更に「新型コロナウイルス」と先
シーズンはかつてない程の苦難を強いられた形
でシーズンを終える事になりました。1968年に
我々の協会が発足し「50年周年」を終え、昭
和、平成、令和になりましたが、過去を振り返ると
スノースポーツブームに押し上げられながら発展

してきました。
　それがコロナウイルスにより、かつてない程、我々の業界も苦境に立たされ
ています。
　世界中が従来の生活から、「新たな生活様式に変化」せざる負えない
状況になっています。ノートパソコンやタブレット端末、スマートフォンの普及に
より、紙のやり取りからデータのやり取りと変化し、場所を選ばずに仕事がで
きるようになりました。「電子決済」「リモートワーク・テレワーク」「AIによる監
視」「ネットの物品購入」まさにビジネスが変化し、このような状況に素早く
対応して行かないと生き残れない時代になっています。
　「ピンチはチャンス」という言葉があります。今の状況を考えるとスノースポー
ツを生業としている我 に々とってはピンチです。今こそ無駄を省き、「出来るも
の、出来ないもの」「必要ないもの、必要なもの」「やらなければいけないもの、
やる必要のないもの」全てのことを精査し見直すことで、「ピンチはチャンス」を
念頭に実行して、更なる発展に繋がるようにしなければいけません。
　我々執行部はかつてのように事務局に集結するのではなく、理事会、各部
の委員会もWeb会議で行い、様 な々委員会も発足して対策を練っています。
　41期事業計画も暖冬少雪コロナにより、思うように実行出来なかった事

業が多くなりました。各スキー場・スクールの経営状況などを調査し、会員・
スノースポーツ愛好家が「どのくらい影響を受けたか」「どのように対処した
か」検証してその反省点を踏まえ、42期の事業計画を作成するように指示
しています。
　スノースポーツの発展のためには一団体だけでなく、連携する仲間と共
に将来を見据えた方向性を探らなければいけません。つまり関係団体、業
界が、国、自治体等と連携して活性化に取り組むことが大切なのです。物
事の難題課題を解決するために2019年10月に全日本スキー連盟、日本プ
ロスキー教師協会、日本鋼索交通協会、日本スキー産業振興協会を中心
とする「一般社団法人日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会」の組織を作
り、国に要望書を提出して物事を成し得ようとしています。また、我々協会は
新型コロナウイルス対策検討委員会を作り「公認スキー学校における新型
コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」をすでに作成していますが、冬季
を見据えて「一般社団法人日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会」がオブ
ザーバーに観光庁、スポーツ庁、国土交通省鉄道局を交え開催する新型
コロナウイルス感染症対策検討会に参加して、安心安全にスノースポーツ
を楽しむために、来るシーズンに備えています。
　私の住んでいる青森は春に桜、夏はねぶたと祭り一色になり賑やかです
が、今年はコロナで全て中止。もちろん日本全国のイベントが中止になってい
ます。我々SIAの最大のイベントSIAフェステバルも中止になり、準備委員会
の方 も々失望しましたが、来期こそ「志賀高原スキー場」で開催出来ること
を願います。この「ピンチをチャンス」にして、我 ス々ノースポーツを愛する皆
皆様が一丸となり乗り越えて行きましょう。

【公認スキー学校における 新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン】
ver.1（2020.7.27）  　　　　　　

スノースポーツは新鮮な空気の大自然で行われるものであり、冬季のスポーツとしてこれほど素晴らしい屋外活動は他に類を見ません。
公益社団法人日本プロスキー教師協会（SIA）は長年培ってきたモットーである「安全なスノースポーツをＳＩＡ」を堅持すると共に、公認スキー
学校においては 本ガイドラインをベースに様々な対策を行うことで、お客様がより安心・安全に楽しめる環境を提供します。

〈受付〉
①受付者はマスクを着用する。窓口にはアルコール消毒（手・指消毒）を設置する。
②受付付近の飛沫予防対策を実施する。また、随時消毒（イス・机・筆記用具等）を行う。
③お客様同士が一定の距離を保てるスペースを確保する。
④定期的な換気を行う。
⑤非接触型での精算を推奨する。
⑥お客様の検温を行い健康状態の確認をする。37.5度以上の際は入校をお断りする。
⑦事前予約のお客様には、各人の健康確認のお願いと、当日発熱等がみられる
　場合は入校をご遠慮戴く場合があることを説明しておく。

〈集合場所〉
①屋外・屋内を問わず、一定の距離が保てるスペースを確保する。

〈レッスン〉
①インストラクターはマスク着用もしくはネックウォーマーの類を口鼻まであげて着用する。
②お客様の立ち位置およびインストラクターの立ち位置は、状況に応じて、他の滑
　走者に対しての安全が確保されると思われる範囲で距離を保つ事を推奨する。
③トレーンにおいては３ｍ以上の間隔を保つ。
④初心者・初級者・子供へのレッスンにおいては、濃厚接触に対して更なる留意を
　行う。特に呼気を近づけない事に留意する。また、共有する用具等については、
　留意事項を関係者と協議する。
⑤教育旅行等のグループレッスンは学校・主催者の意向に留意する。

※本ガイドラインは、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室の「新型コロナウイルス（COVID-19）スマートライフのために」の情報に基づき作成しております。https://corona.go.jp/prevention/

〈屋内ミーティング〉
①三密を避ける環境で行う。その環境が準備できない場合は屋内では行わない。
②教育旅行等においては、実施について学校・主催者の意向に留意する。

〈リフト・ゴンドラ乗車〉
①当該索道会社の定めるガイドラインに準ずること。

〈屋内休憩〉
①マスク着用もしくはネックウォーマーの類を口鼻まであげて着用する。
②互いの距離が保てる事を推奨する。

〈インストラクターの滞在および健康管理〉
①宿舎内においては当該宿舎のガイドラインに準ずる事が前提ではあるが、公認
　校は所属スタッフの健康管理および生活環境に十分留意する。
②検温および健康チェックを毎日実施する。

〈感染発症の際の対策〉
①発熱時の医療関係との連携を確認しておく。
②発熱時の隔離体制を確認しておく。



3. 資格更新　 （2）活動会員は下記に定める救急法講習会のいずれかを受講し修了する。
　　　　　　　　ただし、それぞれの有効期限内に更新しなければなならない。
　　　　　　　　①消防署　普通救命講習または上級救命講習または応急手当普及員
　　　　　　　　②日本赤十字社　救急法基礎講習または救急法救急員養成講習
　　　　　　　　③上記①、②の講習会と同等の内容を有する講習（教育部が認めたもの）
　　　　　　　　④医師、看護師等の医療資格保持者は、受講したことと見做す

会員
研修規程

活動会員には救急法講習を受講することが義務付けられています。
下記のいずれかに参加し、認定証・受講証・修了認定カードのコピー（画像可）をSIA事務局に提出してください。

会員研修会の単位も取得できます。
・SIAまたはSIA各支部主催の講習会等に参加した場合、申請方法・登録料等については、主催者の指示に従ってください。
・個人で受講した場合、認定証・受講証・修了認定カードのコピー（画像可）に単位登録申請用紙と登録料を添えて、SIA事務局に提出してください。
　※単位取得を希望しない場合は、単位登録申請用紙と登録料は不要です。

・消防署普通救命講習
・日本赤十字社救急法基礎講習
　登録料：1,000円　取得単位：2単位

・消防署上級救命講習
・日本赤十字社救急法救急員養成講習
・消防署応急手当普及員養成講習

登録料：2,000円　取得単位：4単位個人で
受講した
場合

救急法受講の手引き
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　活動状況によって「活動会員」と「維持会員」に明確に分け、4年毎の
更新制となっています。
1．更新年度は各会員の入会年度により異なり、入会した年度より起算して

4年毎に更新年度が決定されます。
2．活動会員になろうとする場合、4年間（ＳＩＡ会計年度4期）に8単位取得
と救急法の資格が有効であることが必要条件となります。

3．更新年度に研修会の参加義務を果たしている場合、活動会員として更
新され翌年度より4年間（ＳＩA会計年度4期）有効となり、公認スキー学
校の構成メンバーとなれます。但し、この期間中救急法の受講を有効
期限内に修了し、更新しなければいけません。もし、更新しない場合は
維持会員となります。

4．更新年度に研修会の参加義務を果たしていない場合は維持会員となります。

5．維持会員が活動会員になろうとする場合は、研修会の参加義務を果
たし届け出ると、届け出日より活動会員となります。（下記の更新日に変
更はありません。入会年月日に応じたものとなります。）

現在の有効単位と更新日は宛名ラベルでご確認いただけます。

○ ○
○

○
○
○

○
○
○
○

～
～
～
～

2017/10/1
2018/10/1
2019/10/1
2020/10/1

2021/9/30
2022/9/30
2023/9/30
2024/9/30

2021/9/30
2022/9/30
2023/9/30
2024/9/30

期間（SIA会計年度）

有効単位について
現在の有効単位に反映される会期更新日
39期 40期 41期 42期

会員研修会規程運用に関する説明（平成24年10月1日より施行）

維持会員から活動会員への復帰について

《活動会員の必要条件》
・ 研修会参加（4年間に8単位取得）　　・ 救急法講習会修了　　・ 公認スキー学校に所属
維持会員が活動会員になろうとする場合は、これらを果たし、届出ていただく必要があります。

●研修会参加義務（4年間に8単位取得）を果たしていない場合●

●救急法講習会を修了していない場合●

前回の更新時の不足していた単位（※）を取得した後に、「活動会員復帰申請書」を申請料（1,000円）とともに提出してください。
※ご不明な場合は、SIA事務局までお問合せください。

「救急法講習会　受講の手引き」をご覧いただき、修了証等のコピーをSIA事務局に提出してください。

・消防署普通救命講習　・消防署上級救命講習　・日本赤十字社救急法基礎講習　・消防署応急手当普及員養成講習　・日本赤十字社救急法救急員養成講習

2020年1月以降に切れる（または切れた）会員については約1年間の延長を認めます。
取得期限は最大 2021年5月末日までとします。
ただし、今後のコロナウイルスの状況を鑑みながら、早期の取得を推奨します。

新型コロナウイルス感染症の
影響による特別措置について

● 41期（2019.10.1～2020.9.30）分として全会員に2単位付与します。
● 42期（2020.10.1～2021.9.30）分の単位登録料は無料とします。

新型コロナウイルス感染症の
影響による特別措置について
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「第42・43期役員改選について」

　各「中選挙区選出の理事候補」及び「役員候補者選考委員会推薦の理事・監事候補者」が決定致しましたので報告致します。
　役員候補者選考委員会では、過去の実績及び経験等を踏まえ慎重に審議をした結果、以下の２名を理事候補者、２名を監事候補者として、推薦することと
致しました。（以下の支部選出及び委員会推薦理事・監事候補者を11月12日の定時会員総会にて諮ります）

〈役員候補者選考委員会推薦の理事候補者〉（アイウエオ順／年齢は7月20日現在）

①江畑昌英
 〔年　　齢〕６１歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ
 〔所　　属〕木島平プロスキースクール　校長 〔所属支部〕長野東北信
 〔経　　歴〕・ ７期・  ９期　ＳＩＡデモンストレーター
 　　　　　・３０期～３３期　理事・教育部研修委員長
 　　　　　・３４期～３５期　理事・教育部副部長　研修委員長
 　　　　　・３６期～３９期　理事・教育部長
 　　　　　・４０期～４１期　理事・学校部長・広報部副部長
②北神有理
 〔年　　齢〕５１歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ  
 〔所　　属〕高天ヶ原 SKIWI SKI SCHOOL 〔所属支部〕志賀高原
 〔経　　歴〕 ・ インタースキー（2007ピョンチャン､2011サン・アントン､2015ウシュアイア､
　　　　　　　2019パンポロボ）通訳
 　　　　　・ＳＩＡステージⅢ・Ⅳ基礎理論検定会 外国語講師
 　　　　　・３８期～３９期  理事・総務部 国際委員会／学校部担当   
 　　　　　・４０期～４１期  理事・総務部副部長／教育部 研修委員会

〈役員候補者選考委員会推薦の監事候補者〉（アイウエオ順）

①梶井　晃
 〔年　　齢〕５５歳
 〔所　　属〕梶井会計事務所 公認会計士
 〔経　　歴〕 ・１６期～４１期 　 監事

②藤原秀昭
 〔年　　齢〕６４歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ     
 〔所　　属〕高天ヶ原 SKIWI SKI SCHOOL  代表　  〔所属支部〕志賀高原
 〔経　　歴〕 ・ インタースキー（バンフ・サンアントン）デモンストレーター 
 　　　　　 ・   ２期～１２期　デモンストレーター （２期～９期は技術部員）
 　　　　　・１３期～１５期　教育事業本部
 　　　　　・１６期～１７期　理事・企画・広報部　広報委員長
 　　　　　・１８期～２０期　理事・総務部・財務委員長
 　　　　　・２１期～２３期　理事・教育普及部・資格委員長
 　　　　　・３８期～４１期　監事 

①北海道地区 
　久慈　修
 〔年　　齢〕４９歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ、ＴＭステージⅡ
 〔所　　属〕ＴＳＯ　ＳＫＩ　ＡＣＡＤＥＭＹ　校長 〔所属支部〕北海道
 〔経　　歴〕 ・ １３期～３５期　デモンストレーター
 　　　　　・３６期～３７期　理事・学校部／教育部 
 　　　　　・３８期～３９期　理事・教育部・技術委員長 
 　　　　　・４０期～４１期　理事・教育部長・技術委員長 

②東北関越地区 
　中島英臣
 〔年　　齢〕６９歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ
 〔所　　属〕大鰐スキースクール　校長 〔所属支部〕北東北
 〔経　　歴〕 ・ インタースキー（蔵王・カナダ）デモンストレーター
    ・ 教育普及部、デモ審査委員長、デモコーチを歴任     
 　　　　　・２１期～２３期　理事・総務部担当
 　　　　　・２４期～２９期　理事・技術開発部長
 　　　　　・３０期～３３期　理事・教育部長
 　　　　　・３４期～３７期　理事・総務部長
 　　　　　・３８期～４１期　会長

③東北関越地区 
　横元信明
 〔年　　齢〕６５歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ、ＳＢステージⅡ
 〔所　　属〕中里スノーウッドスキースクール　校長 　〔所属支部〕関越
 〔経　　歴〕 ・ １５期～１８期　関東中信越支部　支部長
 　　　　　・２１期～２６期　学校事業部員
 　　　　　・２７期～３３期　理事・総務部 支部委員長
 　　　　　・３４期～３５期　理事・学校部 安全委員長
 　　　　　・３６期～３７期　理事・総務部 総務委員長
 　　　　　・３８期～４１期　理事・総務部長・財務委員長

④東北関越地区 
  山之内 弘
 〔年　　齢〕６４歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ
 〔所　　属〕ヨーデルスキー学校　校長 〔所属支部〕関越
 〔経　　歴〕 ・ ２００３年～２０１３年　関越支部　支部長
 　　　　　・３３期～３７期　学校部部員
 　　　　　・３８期～３９期　理事・学校部副部長・安全委員長
 　　　　　・４０期～４１期　理事・学校部副部長・学校委員長　教育部
　　　　　　　　　　　　　  障がい者スキー委員長

⑤志賀東北信地区 
　杉山公信
 〔年　　齢〕５１歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ
 〔所　　属〕杉山スキー&スノースポーツスクール　校長　　〔所属支部〕志賀高原
 〔経　　歴〕 ・ ２５期～２６期　志賀高原支部　支部長
 　　　　　・２７期～２９期　理事・教育普及部　検定委員長 
 　　　　　・３０期～３３期　理事・学校部副部長     
 　　　　　・３４期～３７期　理事・教育部副部長　資格委員長     
 　　　　　・３８期～３９期　理事・学校部長／総務部 国際委員長     
 　　　　　・４０期～４１期　専務理事・国際委員長（ＩＳＩＡ副会長）  

⑥志賀東北信地区 
　小池穂高
 〔年　　齢〕４６歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ、ＳＢステージⅣ、ＴＭステージⅣ
 〔所　　属〕菅平ハイランドプロスキースノーボードスクール　校長　〔所属支部〕長野東北信
 〔経　 　歴〕 ・ 第21期、22期、29期、30期スノーボードデモンストレーター
 　　　　　 ・アルペンスキーイグザミナー、テレマークスキーイグザミナー、スノーボードイグザミナー
 　　　　　 ・2014 SIAフェスティバル（ジャム勝山）よりスノーボード、テレマークジャッジ
 　　　　 　・2015～SIA教育部部員

⑦西日本中信地区 
　穴田慎一
 〔年　　齢〕５１歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ、ＳＢステージⅡ       
 〔所　　属〕黒ゆりプロスキースクール　校長 〔所属支部〕西日本
 〔経　　歴〕 ・ １８期～２０期　学校事業部 部員                       
 　　　　　・２４期～２６期　理事・教育普及部 資格委員長             
 　　　　　・２６期～２９期　理事・総務部 広報委員長  
 　　　　　・３０期～３９期　理事・教育部 障がい者スキー委員長
 　　　　　・４０期～４１期　教育部 障がい者スキー委員

⑧西日本中信地区 
  吉岡郁栄
 〔年　　齢〕４３歳 〔資　　格〕ＡＰステージⅣ、ＳＢステージⅡ
 〔所　　属〕Hakuba47スキーアカデミー 〔所属支部〕長野中信
 〔経　　歴〕・２０１８年　SIAフェスティバル｢スキー教師のための外国語レッスン」講師

役員候補者選考委員会委員長　佐藤紀隆

以上をお知らせ致します。 

〈中選挙区選出理事候補者〉（支部順：３月３１日付決定）
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最高顧問
高鳥修先生を偲ぶ

最高顧問
杉山 進

　公益社団法人日本プロスキー教師協会の最高顧問高鳥修先生は、2019年10月20日永眠

されました。高鳥先生は日本海に面した新潟県能生町のご出身です。東京大学を卒業後、25歳

で能生町の町長を務め、29歳から3期新潟県議会議員を、そして、40歳から衆議院議員として

34年間務められました。

　その間、雪国のご出身であり、こよなく雪山を、スキーを愛された方でした。新潟県スキー連盟

会長、財団法人全日本スキー連盟副会長もお勤めになられております。

　また、1979年蔵王で開催されましたインタースキーの実行委員長にご就任されました。全日

本スキー連盟と共に、インタースキーの準備、開催の一端を担うことになった関係で私たちSIA

とのご縁に繋がりました。 

　ご就任されるとすぐ、インタースキーの規約を見たいとご要望があり、ドイツ語の原本をお届

けしました。ドイツ語がおできになる先生はインタースキーを構成する団体は、国際プロスキー教

師連盟、国際アマチュアスキー指導者連盟、国際学校体育スキー連盟の３団体であることを理

解されました。その結果、規約通り解釈、運営をされると、当時の全日本スキー連盟の思惑と異

なる点が生じました。お立場上何かとご心痛があったことと思います。そんな折、「気にすること

はないよ。規約を前提に発言しているのだから」と仰せられ、分け隔てのない運営に努められ

たことが強く印象に残っています。

　そうしたご縁から、私共SIAの応援をして頂くことになり、最高顧問にご就任いただきました。

以来、SIAの年次総会はもちろん、顧問会議等のご案内を差し上げた折、必ずご出席をしていた

だき、そして、適切なご指導、ご助言をいただいてきました。

　お別れの会は2019年12月8日上越文化会館において、実行委員長安倍晋三自由民主党

総裁のもと厳粛かつ盛大に執り行われました。

　最高顧問　高鳥修先生に心からの感謝とともに、安らかなご冥福をお祈り申し上げます。



合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日主　催 会　場

合　計

新規
10
7
1
5
6
9
6
44

2
0
2
1
2
3
1
11

12
7
3
6
8
12
7
55

12
7
1
5
8
11
7
51

100.0%
100.0%
33.3%
83.3%
100.0%
91.7%
100.0%
92.7%

◆アルペンスキー・ステージⅡ検定

長野東北信支部
長野中信支部
南東北支部
関越支部
西日本支部
志賀高原支部
北海道支部

菅平高原
ｴｺｰﾊﾞﾚｰ
ｵﾆｺｳﾍﾞ
神立高原
ﾍﾌﾞﾝｽそのはら
志賀高原
朝里川温泉

2月21日,27日～28日
2月26日～28日
3月3日～5日
3月3日～5日
3月3日～5日
3月6日～8日
3月13日～15日
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合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日

合　計

新規
4
3
3
8
4
1
23

2
3
2
4
3
2
16

6
6
5
12
7
3
39

4
2
2
8
2
1
19

66.7%
33.3%
40.0%
66.7%
28.6%
33.3%
48.7%

◆アルペンスキー・ステージⅢ実技・指導実習検定

長野東北信支部
南東北支部
関越支部
西日本支部
志賀高原支部
北海道支部

菅平高原
ｵﾆｺｳﾍﾞ
神立高原
ﾍﾌﾞﾝｽそのはら
志賀高原
朝里川温泉

2月21日,27日～28日
3月3日～5日
3月3日～5日
3月3日～5日
3月6日～8日
3月13日～15日

合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日 新規
4 0 4 4 100.0%

◆スノーボード・ステージⅡ検定

教育部 志賀高原 4月1日～3日

合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日 新規
21 6 27 8 29.6%

◆アルペンスキー・ステージⅣ実技・指導実習検定

教育部 志賀高原 3月31日～4月3日

合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日 新規
0 1 1 1 100.0%

◆スノーボード・ステージⅣ実技・指導実習検定

教育部 志賀高原 3月31日～4月3日

【報告】 今シーズン行われた検定会／検定合格率・開催状況

主　催 会　場

主　催 会　場

合 格 率合格者再受検 合計
受 検 者

開　催　日 新規
1 0 1 1 100.0%

◆スノーボード・ステージⅢ実技・指導実習検定

教育部 志賀高原 4月1日～3日

主　催 会　場

主　催 会　場

主　催 会　場

「会員専用ページ」を設置し、会員の皆様のみが閲覧出来る情報を掲載しています。

協会ホームページ「会員ログイン」について

・SIA NEWSバックナンバー
・行事スケジュール
・SIAフェスティバルで行われた講習会等の動画
・インタースキー報告書

・レッスンやスクール受付業務でご使用いただける外国語資料
・会員のための“オフシーズンの情報提供の場”
・各種申請書
・メダル注文、ネームプレート注文フォーム

主な掲載内容

閲覧するには、全会員共通のUsernameとパスワードの入力が必要となります。【Username】sia-member　【パスワード】8a943v

STEP
1

SIA公式ホームページのTOP画面から
「会員ログイン」のリンクをクリック。

STEP
2

STEP
3

sia-member

8a943v

「会員ログイン」画面で上記「Username」
と「パスワード」を入力し「ログイン」をク
リック。

「会員専用ページ」にアクセス。
様々な情報を掲載しております。
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第41期定時会員総会／〈1/2の出席（委任状含む）が必要です〉

ステージⅢ基礎理論検定会

スノースポーツ教師のための実践英語 ～中級～

ステージⅣ基礎理論検定会

【期　日】 令和2年11月12日（木）13：00～16：00　
【場　所】 国立オリンピック記念青少年総合センター　国際会議室
 東京都渋谷区代々木神園町３－１

【議　案】 ⑴第1号議案･･･第41期事業報告の件
 ⑵第２号議案･･･第41期収支決算報告の件
 ⑶第３号議案･･･理事・監事任期満了に伴う選任の件
 ⑷報告事項･･･第42期事業計画案・収支予算案の件

【注意事項】
■総会成立するためには全会員の1/2の出席（委任状・議決権行使含む）が必要
　です。委任状・議決権行使「ハガキ」を速やかにご提出ください。
■今回のSIANEWSに同封したハガキまたはSIAホームページ内『第41期定時会
　員総会・委任状・議決権行使フォーム』で回答をください。
　※電磁的方式（E-mail）で送付された場合、「委任状・議決権行使ハガキ」の提
　　出は必要ありません。

■電磁的方式（E-mail）またはハガキにて、「委任状・議決権行使」を行った方は、会
　員研修会の単位（ 2単位）を取得出来ます。
■２年以上会費を滞納すると総会審議を経ずに「資格喪失」となりますのでご注意
　ください。
■第42期（令和2.10.1～ 令和3.9.30） 年会費を期日迄に納入された方はSIA教師
　総合補償制度に加入されます。（※従来の納入期日は9月末日ですが、今期は特
　別措置として11月末日といたします。）
　SIA教師総合補償制度はスクール活動以外の個人賠償も補償されます。期日11
　月末迄に納入できなかった方は、年会費に2,000円プラスして納入して戴ければ、
　追加で保険加入出来ます。
■永年会員表彰につきましては、第４２期の定時会員総会にて表彰を行います。
　該当者には直接御連絡いたします。

　今年度は「新型コロナウイルス感染拡大防止」を考慮し、会場に集合しての開催
を取りやめ、オンラインにて講義を行います。
　オンラインの方法および試験方法等詳しい内容につきましては、後日ホームページ
に掲載致します。

【取得単位】 4単位
【科　　目】 外国語、冬山の安全対策論、技術指導法Ⅰ、技術指導法Ⅱ、力学、救急法、
   対象に応じた指導（障がい者への指導）

　ステージⅢ同様、今年度は「新型コロナウイルス感染拡大防止」を考慮し、会場に
集合しての開催を取りやめ、オンラインにて講義を行います。
　オンラインの方法および試験方法等詳しい内容につきましては、後日ホームページ
に掲載致します。

【取得単位】 4単位       
【科　　目】 外国語、技術指導法Ⅰ、技術指導法Ⅱ、スノースポーツ産業の現況、
  トレーニング論･基礎と専門、コンディショニング、スキーの山岳と気象･雪崩

BlueJeansを使った「オンラインセミナー」
【日　　時】 令和2年9月13日（日）
【参 加 費】 5,600円（講習費、単位登録料、税込み）
【申込締切】 9月9日（水）
【取得単位】 2単位

【講　　師】 北神有理
  ＳＩＡステージIII・IV基礎理論検定会 外国語講師
  インタースキー（2007ピョンチャン、2011サン・アントン、
  2015ウシュアイア、2019パンポロボ）同時通訳
  ＳＩＡ会員（ステージIV、高天ヶ原 SKIWI SKI SCHOOL所属）

各行事の詳しい要項・申込用紙等は、SIAホームページをご覧ください。行事要項

提出方法 ： 単位登録料（2単位＝1,000円）を添えて、SIA事務局宛に提出。
　　　　　郵送に加え、E-mail （info@sia-japan.or.jp）可。（FAXは不可）
提出期限 ： 9月30日（消印有効）

取得単位 ： 2単位
注意事項 ： ●用紙サイズはA4で提出すること。A4サイズ以外は認めない。
　　　　　●内容は1600字程度でまとめること。

1・「実践英語DVD」から得た内容を今後どのように活かしていきたいか
　　※「実践英語レッスンDVD」2016年1月下旬に公認校向けに販売した物です。
　　　（コピー使用可）新たに購入する場合、SIA事務局までお申し込みください。
　　　料金2,500円（税・送料込み）

2・「インバウンド向け楽しいスキーレッスン法」について
3・スノーボードの初心者向け指導プログラム
　　　https://www.youtube.com/watch?v=vnPfor-vKLo&t=27s
　　　https://www.youtube.com/watch?v=e7UnJkFOxDo&t=53s

研究リポート 下記のいずれかを選択（選択したテーマを明記すること）

　今期総会は新型コロナウイルスの接触感染リスク低減および拡散防止のため、会員の皆様の安全を第一に考え、第４１期定時会員総会の開催方針を以下の通りとさせ
て頂きます。
　ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止への対応として、ご出席をお控え（総会役員および執行部のみの出席）頂き、郵送（ハガキ）またはインターネット等に
よる議決権行使をお願い致します。
　当日は、出席されない会員の方のために、総会の動画配信を行いますのでご視聴頂ければ幸いです。視聴方法につきましては、後日改めてご案内申し上げます。



西田 秀樹 さん
アルペンスキー・ステージⅢ

横内 樹 さん
アルペンスキー・ステージⅡ

NEXT

宮田 圭介 さん 
アルペンスキー・ステージⅠ

SIA公認校で日々活動している
会員の方をリレー形式でご紹介
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　SIA会員の皆様こんにちは。小樽天狗山スキース
クール所属の宮田圭介と申します。
　私がスキーを始めたのが地元小樽天狗山でし
た。当時小学高低学年でしたが、次第に小樽市内
の山の友達も増えてスキーもある程度上達したところ
で中学校の部活動が始まり、スキーを習うことはなく
なりました。カービングスキーが出始めの頃だったと記
憶しています。
　たまたま知人の紹介でジュニア講師をさせて頂く
ことになったものの、20年近くのブランクがあり、「昭和
の滑り」「懐かしい滑り」と先輩方からは大絶賛の嵐
でした。勤続数年経った現在は、スノースクール監
修の元で「令和の滑り」になれるよう頑張って「平成
の滑り」を実施しております！
　当スクールでの私の役割は主に幼児教室です。
まだスキーをやったことの無い子供や初めて習い事
をする子供にスキーの楽しさを伝えるとてもやりがいの
ある仕事です。幼い子供にとってスキーは滑れれば
楽しいハズですが、そこまでの壁が精神的にも肉体
的にも非常に大きいと思います。それを私達指導員
が一つずつ取り除いていって、結果的に子供達が
楽しくスキーできたらいいなと思ってます。
　自分がそうだったように天狗山でのスキーが良い
思い出になればいいなと思います。
　今年も天狗山で子供達と会える事を願って日々 を
過ごしています。

　皆さんこんにちはー！
　季節は５ヶ月を待たず再び冬を迎えますが、前
シーズンは、雪不足に始まり新型コロナ禍で今までに
無いご苦労をされたと思います。そして現在は、昨年
から想像できない環境下での生活スタイルを続けて
いますが、次の冬季には思う存分にスキー教師とし
て、雪上でしゃべり、滑りたいと思っています。エッ？  
長い話ダメですよね。アドバイスは手短に！的確に！
オヤジ空回りって言われないよう前シーズン分の不
完全燃焼を次のシーズンにぶつけたいと思います。
　スキー教師を続けていて、スキーやスノーボードの
初心者が２時間を待たず雪上で滑ることができるな
んて、いつも凄い事だと思っていますし、還暦を越えて
も新しい発見がある事がスキーを取り巻く環境の素
晴らしさだと思っています。
　さて、私の本業は農業なので、コロナ禍でも日々
淡 と々農作業をこなして、冬場の為の“筋力作りは、
野良仕事から”を合言葉にステイホームしています
が、ファームステイとして民泊の許可の下、農業体験
の受け入れも行っています。自然を知らない人々、食
べる野菜を知らない人 に々、伝えたい事は山程ありま
す。コロナ禍で生活圏が狭くなっていますが、農業で
は地産地消、適地適作とその場にあった無理をしな
い理念が伝わります。無理をしないでスキーの楽しさ
を伝え続けられるのは、地元にスキー場があり続け、
笑顔の中心にスキーがあればと思っています。
　来たる次の冬に、昨年以上のスキー客の笑顔に
貢献できればと願っています。

　会員の皆様初めまして。ヨーデルスキー学校の横
内です。私が生まれたのは兵庫県の篠山市という田
舎。雪はなく、周りにあるのは標高800m程の低い
山、田んぼや畑でした。そんな雪の無い場所で生ま
れた私が初めてスキーをしたのは、たしか小学生の
頃だったと思います。小学校の課外授業で1泊2日
のスキー体験があり、学校からバスに乗って2時間ほ
どのところにあるハチ北スキー場まで行きました。ス
キー場までの道は今までに見たことのない雪の量で
した。真っ白でとても綺麗だったあの景色は今でも覚
えています。スキーはレベルごとに分けられ、それぞれ
の班で始まりました。初めての自分は当然、初心者グ
ループ。すべてがドキドキで怖さもありましたが慣れて
いくにつれて、転ける回数が減っていき、色んなコース
を滑れるようになっていく嬉しさに夢中になりました。こ
の2日間で自分はスキーというものが好きになり、もっと
滑りたいという気持ちでいっぱいになりました。しかし、
家から2時間以上車で走り、ウェアやスキー、スキー
ブーツなどをレンタルして、さらにリフト券なども購入す
るとかなりお金がかかります。当時の自分は子どもなが
ら親に気を使い、「スキーいく？」と聞かれても行きたい
とは言えず、スキーをすることはそれ以降ありませんで
した。それから月日が流れ、18歳の頃、新潟県の妙
高市にある専門学校に私は入学しました。少し変
わった専門学校で、スキーが授業にあったのです。そ
こで久しぶりに体験したスキーで、私の人生は変わり
ました。私は今21歳です。今年の3月に専門学校を
卒業しました。冬はほぼ毎日、山かゲレンデを滑って
います。来年の夏はニュージーランドに行き、1年中
滑りたいなぁと幸せな妄想をしています。真っ白な雪
山、滑る感覚、雪の感触、スキーの全てが好きです。
来シーズンも笑顔でスキーができますように。

NEXT
NEXT

所属校／小樽天狗山スキースクール 所属校／マウントレースイ スキー＆スノーボードスクール所属校／ヨーデルスキー学校

会員
紹介

横内 樹さんよりの次号紹介予定会員

諌山 望さん（苗場スノースクール）

宮田 圭介さんよりの次号紹介予定会員

呉 詠頡(ゴ ヨンチェ)さん（ニセコアンヌプリ スキー&スノーボードスクール）

西田 秀樹さんよりの次号紹介予定会員

中山 浩之さん（WINKELスノースクール）



　こんにちは。「月山プロスキースクール」
レーシングチーフを努めております。小原健
汰と申します。７歳からアルペンスキーを続け
ており、今も現役で海外を転戦しております。
　父がスキーのインストラクターで幼い頃か
らスキーの指導に触れてきた私は、たくさん
のスキー選手やスキーヤーの方と関わってき
ました。高校からは、実家を離れ、名門の「日
本大学山形高等学校」や、大学は「東海

大学」に進学し、卒業後は海外で現地クラ
ブチームとトレーニングをするなどたくさんの
指導者の方にお世話になってきました。
　現在、冬季は海外のレースを転戦するな
どして世界での活躍を目指して活動していま
すが、そこで得た知識を夏場の「月山スキー
場」で生徒の皆様にアウトプットしています。
現在、スキー教師としてコーチングをしている
種目を、現役で行えていることは、指導をする
上でとても大きなメリットになっていると考えて
います。実際に選手をやっていく中でも、ス
キーの技術というのは、道具の発展や、環
境の変化により、少しずつ変わっているように
感じます。生徒の皆様がより目標に近付く為
には、指導者がこの「変化」に対応していか
なければいけないと考えています。選手を引
退し、指導を続ける日がきても、変化に取り残
される事がなく、常に新しい情報を求めなが

ら指導していきたいと考えています。
　また、現役の時に様々なコーチにご指導
頂き、そこに自分の意見を加え、考え、実践
し、失敗し、沢山迷ってきました。この迷った
経験こそが、生徒の皆様への最大の「コー
チング」になるのではないかと思います。選手
をやっている時は、間違ったり、迷ったりする
ことが遠回りにしか感じられず、悔しい思いも
たくさんしました。しかしいざスキー教師として
指導をすると、その経験のおかげで、選手に
近道を示せることがたくさんあります。
　選手を本気でやってきたことが今の私の
指導の強みであり、スキー教師として指導に
打ち込める理由なのだと思っています。

スキー教師を続けていくためのヒント
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小原 健汰 さん
アルペンスキー・ステージⅣ
所属校／月山プロスキースクール

小原 健汰さんよりの次号紹介予定会員

北村 祥子さん（富井スキースクール）
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体力と動作の科学⑲  スキーヤーの体力　脚筋力
新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター

三浦 哲

　新型コロナウイルスの影響で、スキー場も早くクローズし、「巣ごもり生活」と
呼ばれる自宅での自粛生活の方も多いかと思います。トレーニングをしていな
いことを、「ディトレーニング」といいます。元々は宇宙飛行士のための研究が
有名ですが、重力のない宇宙では筋肉に負荷がかかりません。それに似た
環境としてベッドレスト（ベットの上で寝たきり）実験では、ディトレーニング前の
トレーニングの状況にもよっても変わりますが、おおよそ1日に0.5 %の筋量が落
ちる結果が示されています（Abeたち、1997）。1日0.5%ですが、2日で1%、10日
で5%と考えると、大きな筋力低下です。さらに、中・高年になると、筋量は1年間
に1%減少し、サルコペニアやフレイル（筋量・筋力低下や虚弱）、メタボ（メタボ
リックシンドローム：内臓脂肪症候群）やロコモ（ロコモティブシンドローム：
運動機能症候群）になりかねません。「おうち運動」も含めて、トレーニングを
進めましょう。筋量は、脚から多く減少することも知られています。
　スキー選手の脚筋力について、今回は成年男子について、再確認をして
いきます。

●脚筋力
　アルペンスキー競技選手の脚筋力は高く、一般成人男性の160％を超えること
が示されており（Agnevik and Saltin, 1966）、
アルペンスキー選手には、高い脚筋力が必
要なことは明らかです。
　近年では、等速性筋力測定装置により、
膝関節伸展・屈曲筋力が多く測定されて
います（図１）。この装置は膝の伸展や屈曲
する筋力を測ることができ、しかも、速度（膝
関節の角速度）を変えて測定ができます。
　これまでの測定結果をもとに、脚筋力を
強化する道筋をレベル毎に見ていきましょう

（表１）。

〇国際レベル
　国際トップレベルのオーストリアのワールドカップスキーチーム男性28名の
60deg/sec膝関節伸展・屈曲筋力とWCで3位に入った回数との相関はみ
られなく（Neumayr et al, 2003)、U. S.ナショナルスキーチームのアルペン男性
12名の0・30・180deg/sec膝伸展筋力と国際スキー連盟（FIS）ポイントとの相
関も認められていませんでした（Haymes and Dickinson, 1980）．これらのこ
とは、国際レベルでは、すでに必要な筋力レベルに到達している可能性が考
えられます。

〇国内レベル
　では、国際レベルの下のレベルはどうでしょうか？カナダのナショナルレベル
の選手はクラブチームの選手に比べ脚筋力が有意に高い結果でした

（Brown and Wilkinson, 1983）。
　国内の成年や大学選手の脚筋力と全日本スキー連盟（SAJ）やFIS のSL
やGSポイントとの関係では、多くの研究で伸展筋力と相関がみられます（三
浦たち，2019；相原たち，2008；相原たち，2011；山田たち，1985）。脚屈曲
筋力は、成年のSAJ・SLとGSポイントでは中程度の相関でしたが、大学の
FIS・SLとGSポイントとの相関では、180deg/secではみられましたが、
60deg/secでは示されていませんでした。

〇これらの結果をまとめると、次のようになります。
1.国内レベルで競技力を高めるために、脚筋力を高める必要がある。
2.成年選手・大学選手を国際レベルへ高めるためには、脚伸展筋力を高める
必要がある。
3.脚屈曲筋力では、成年選手は脚筋力との関係がみられ、大学選手は、
180deg/secの比較的速度の速い（力の軽い）筋力は競技力と対応している
が、60deg/sec（力の重い）筋力発揮にばらつきがあるなどの可能性があり、重
点的に高めるか、技術的にも屈曲筋力を使って高めるようにする必要がある。

〇トレーニング方法（図２参照）
　脚筋力トレーニングのお勧めは、スクワットやランジとなりますが、膝屈曲筋
力は、十分に負荷をかけることが難しい場合があり、筋力が弱くなっているこ
とがあれば、ヒップリフトも活用して行ないましょう。

図１　等速性膝関節伸展・屈曲筋
　　  力測定（三浦たち，2019）

図２  膝伸展・屈曲筋力トレーニング

表1  成年男子アルペンスキー選手の
　    等速性脚筋力と競技力

a．膝伸展筋力トレーニング

b．膝屈曲筋力トレーニング

【文献】　Agnevik, G., Saltin, B.(1966) Utförsåkning, Idtrottsfysiologisk rapport Nr.2 (Downhill skiing, sports physiological report No. 2). Trygg-Hansa, Stockholm.1. 
Brown, S. L, Wilkinson, J. G. 1983. Characteristics of national, divisional, and club male alpine ski racers..Med. Sci. Sports Exerc. 15(6):491-495.
三浦哲、加藤稜大、荒川正昭（2019）成年男子アルペンスキー選手の等速性膝関節伸展・屈曲筋力と競技力の関係．日本体育学会第70回大会予稿集，p. 77．
Neumayr, G., Hoertnagl, H., Pfister, R., Koller. A., Eibl, G., Raas, E.(2003) Physical and physiological factors associated with success in professional alpine skiing.　Int J Sports Med.;　24(8):571-5.．
Haymes, E. M., Dickinson, A. L. （1980）Characteristics of elite male and female ski racers. Medicine and Science in Sports and Exercise, 12，3，pp.153-158.
相原博之，中川喜直，服部正明（2008）一流アルペンスキー選手の体力特性および競技成績(FISポイント)との関連性について．東海大学紀要　体育学部，38, 79-85．
相原博之，中川喜直，服部正明（2011）大学一流アルペンスキー選手の体力と大回転競技能力との関係．東海大学高等教育研究（北海道キャンパス），5，1-13．
山田保，大出一水，坂見敏夫，相原博之，斉藤俊浩（1985）男子大学アルペンスキー選手の競技力の検討．日本体育大学紀要，15（1）pp.7-12．
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多田　正樹 歌田　勝弥 歌田　作子 毛塚　明美 古藤　黎子 下田　裕二 流石　康一 藤木　忠善 森川　哲己 
長谷　哲生 大平　正春 秋吉　保廣 土屋　清三 神蔵　弘昭 小松　孝行 野原　勝敏 並木　すみ 清水　正也 
伊藤　哲也 大楠　晴海 大楠　文代 阿部　耕司 阿部　真紀 望月　國平 小林　修一 細川たかし 矢沢日出子 
大神田裕司 戸丸　瑞世 戸丸　隆三 佐藤　節也 清宮　始 関戸　啓子 本杉　佳子 岡崎　正人 細川　真理 
豊田　道次 大堀　堯義 下山　修 海宝　雄太 土田　茂 江畑千恵子 平田　孝夫 小上　忠 髙木　正博 
見谷　昌禧 園原　孝子 青木　惠子 岡本　初子 檜野　勝衛 福興　孝子 杠　　一義 梶原　彬實 小野木　淳 
濱野　優子 藤本　幸二 丸山　正廣 後藤　圭二 佐藤　晴雄 池田　祐久 池田　直樹 池田　有輝 王　　万永 
中釡　恵里 吉田　良作 鷲見　浩平 高田　徹 高田　万友美 大久保恵美子 本杉　恵子 島﨑　勉 山口多喜二 
熊谷　康雄 熊谷　眞理 井上　裕明 木村　憲司 青木　惠 青木美枝子 金子　直樹 中嶋　弘二 ウォーレン ヘッセ 
立川　洋一 愛宕あもり
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2020～2021 SIA公認校ポスターデザイン画公募のお知らせ 広報部

第42期デモンストレーター紹介

【公募内容】
①テーマ「安全と安心」

②公募資格／会員に限らず、広く一般公募とします。

③公募数／1名につき何点でも応募可能とします。

④締切り期日／令和2年9月30日消印有効
　※SIA事務局提出、もしくはメールでSIA事務局宛にデータ添付としてお
　　 送りください。

⑤版権及び目録について／採用された場合、著作版権は制作
者からSIAに移ります。
　目録は金30,000円贈呈とデザイン制作者名を明記します。

⑥採用デザインについて／2020～2021シーズンの「SIAポスター」
　等へ使用いたします。

　日本のスキー学校の表紙並びに公認校ポスターデザイン画について今シーズンも一般公募によって決定いたします。当協会のイメージとなる物を皆
様方のより良いアイデアで作り上げていただければと思います。
　来る2020～2021シーズンSIAの顔としてシーズンを迎えるにあたり、一人でも多くの方から公募いただきたく、お知らせいたします。

昨年採用のデザイン

ご応募いただく際は、あらかじめSIA事務局宛にご連絡ください。制作に関する詳細事項、デザイン画に掲載していただくロゴデータ等をお送りいたします。

ＳＩＡフェスティバル 2020 in 志賀高原順延および第42期デモンストレーター選考会中止に伴い、第41期デモンストレーターを第42期
デモンストレーターとして認定いたしました。

《アルペンスキー・女子》
❶湯下 万里 エコーバレースノースポーツスクール デモ認定 6期
❷小上 理恵 木島平プロスキースクール デモ認定 9期
❸福田 咲 菅平ハイランドプロスキースノーボードスクール デモ認定 11期
❹川辺 貴子 ハツカ石スキー＆スノーボードスクール デモ認定 12期

《アルペンスキー・男子》
❶今 元将 大鰐スキースクール デモ認定 7期
❷長谷川 勝彦 ジャムプロスキースクール デモ認定 6期
❸谷藤 昌司 菅平ハイランドプロスキースノーボードスクール デモ認定 8期
❹藤本 剛士 サニープロスキースクール デモ認定 13期
❺左近 一平 オニコウベスキー＆スノーボードスクール デモ認定 4期
❻可児 徹 ISHII SKI ACADEMY SUGADAIRA デモ認定 9期
❼的場 佑樹 高鷲スノーパークスクール デモ認定 6期
❽佐々木 常念 戸隠フランススキー学校 デモ認定 24期
❾髙本 稔 SAPPORO SNOW SCHOOL デモ認定 14期
10湯下 大地 エコーバレースノースポーツスクール デモ認定 9期
11岡本 大樹 ヨーデルスキー学校 デモ認定 4期
12松崎 健克 木島平プロスキースクール デモ認定 4期
13井上 強 ハチ高原スキーアカデミー デモ認定 4期
14松澤 聖 安比スキー＆スノーボードスクール デモ認定 4期

《スノーボード》
❶藤井 耕司 マイアスキーアカデミー デモ認定 13期
❷田中 宏典 苗場スノースクール デモ認定 5期

《テレマークスキー》
❶上野 英孝 三浦雄一郎&スノードルフィンスキースクール札幌 デモ認定 2期
❷入倉 庸仁 オーストリアスキー教室　シーサイドバレー デモ認定 2期



SIA NEWS VOL.18313

会員証について
　今シーズンの暖冬少雪や、コロナウイルス感染拡大の影響により、各事
業が事業計画通りに実施されませんでした。
　「会員証の刷新」を第41期の事業計画に上げておりましたが、このよう
な状況のため今期は従来通りの会員証を発行させていただき、会員証
のカード化はいったん白紙に戻して第43期以降に再検討させていただく
事と致しました。
　その旨ご了承戴きますようお願い申し上げます。

「推薦入会規程」の一部変更について
日本テレマークスキー協会公認指導員はテレマークスキー・ステージⅢとして入会することができるようになりました。

ＳＩＡフェスティバル２０２０in志賀高原　開催順延
　今シーズンの天災とも思える雪不足の各方面への影響を考慮し、4月2
日（木）～4月12日（日）に長野県 志賀高原一の瀬エリアで、開催を予定し
ておりました「ＳＩＡフェスティバル2020 in志賀高原」は、来るシーズンに順
延することと致しました。
　2021年4月上旬に、長野県 志賀高原一の瀬エリアで開催致します。

変 更 前 変 更 後

⑻次の各項に該当する者は、理事会の議決によりテレマークスキー･ス
　テージⅢとして入会することができる
　イ．ＩＳＩＡ加盟国の会員で、当該国の上位２番目の資格を有する
　　者、または当該国が認めるテレマークスキー団体の最高位の資
　　格を有する者
　ロ．テレマークスキー競技における、ＦＩＳ公認ワールドカップ･
　　世界選手権出場経験者
　ハ．前各項のほか特に理事会において資格を与える必要があると認め
　　た者

⑼次の各項に該当する者は、理事会の議決によりテレマークスキー･ス  
　テージⅡとして入会することができる。
　イ．ＩＳＩＡ加盟国の会員で、当該国の上位３番目の資格を有する者、また
　　は当該国が認めるテレマークスキー団体の２番目の資格を有する者
　ロ．上位３番目の資格が存在しない場合は上位２番目の資格を有する者
　ハ．日本テレマークスキー協会公認指導員で実務経験 3年以上の者
　ニ．前項のほか特に理事会において資格を与える必要があると認め
　　た者

⑻次の各項に該当する者は、理事会の議決によりテレマークスキー・ス
　テージⅢとして入会することができる
　イ．ＩＳＩＡ加盟国の会員で、当該国の上位２番目の資格を有する       
　　者、または当該国が認めるテレマークスキー団体の最高位の資       
　　格を有する者
　ロ．テレマークスキー競技における、ＦＩＳ公認ワールドカップ･        
　　 世界選手権出場経験者
　ハ．日本テレマークスキー協会公認指導員で実務経験3年以上の者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）
　ニ．前各項のほか特に理事会において資格を与える必要があると
　　 認めた者

⑼次の各項に該当する者は、理事会の議決によりテレマークスキー･
　ステージⅡとして入会することができる。
　イ．ＩＳＩＡ加盟国の会員で、当該国の上位３番目の資格を有する者、また
　　 は当該国が認めるテレマークスキー団体の２番目の資格を有する者
　ロ．上位３番目の資格が存在しない場合は上位２番目の資格を有する者
　ハ．日本テレマークスキー協会公認指導員で実務経験3年以上の者

                            　        （削除）
　ハ．前項のほか特に理事会において資格を与える必要があると認め
　　た者

「ＳＩＡ認定スノースポーツ教師検定規程」の一部変更について
認定会員ステージⅠ受検資格の一部が変更になりました。
　・アルペンスキー・ステージⅠ＝今まで同様
　　国際スキー技術検定セミシルバー以上、または他団体で実施した同等の技術検定
　　（公益財団法人全日本スキー連盟公認スキーバッジテスト３級以上）に合格していることが必要。
　・スノーボード・ステージⅠ
　　受検前の技術検定合格は不要。
　・テレマークスキー・ステージⅠ
　　受検前の技術検定合格は不要。

変 更 前 変 更 後

2．ステージⅠ（アルペンスキー･スノーボード･テレマークスキー）の検定を次
のように定める。
⑺受検資格
　ロ．公認スキー学校または協会で実施する技術検定（国際スキー技       
　　術検定、スノーボード技術検定、各セミシルバー以上、テレマーク
　　スキー技術検定ブロンズ以上）、または他団体で実施した同等の
　　技術検定（公益財団法人全日本スキー連盟公認スキーバッジテ
　　スト３級以上、日本スノーボード協会バッジテスト３級以上、日本テ
　　レマーク協会テレマークスキー技術検定レベル１以上）に合格し
　　ている者。

2．ステージⅠ（アルペンスキー･スノーボード･テレマークスキー）の検定
　を次のように定める。
⑺受検資格
　ロ．アルペンスキーでの受検者は、公認スキー学校または協会で実
　　施する技術検定（国際スキー技術検定セミシルバー以上、または
　　他団体で実施した同等の技術検定（公益財団法人全日本スキー連
　　盟公認スキーバッジテスト３級以上）に合格している者。

            　　　                    （変更）
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740円（税込）【価　格】

ISIAワッペン
〔横78㎜×縦61㎜〕
SIA正会員のみ販売
880円（税込）

エンブレムワッペン
（ブレザー用）
〔横68㎜×縦70㎜〕
SIA正会員のみ販売
5,500円（税込）

エンブレムワッペン
（スキーウエア用）
〔横63㎜×縦58㎜〕
SIA正会員のみ販売
880円（税込）

会員バッヂ
SIA正会員のみ販売
1,285円（税込）

「スノーボードティーチングブック」改訂版

平成18年に発刊した指導者向けスノーボードティーチング
ブックの改訂版。今回は、スノーボードのターンの仕組みを2
部構成で分かりやすく解説。指導者としてスノーボードを伝
えて行く上で、横向きである以上避けられない事実を踏まえ、
初心者からの指導手順を掲載しています。

平成21年11月
1,100円（税込）※SIA会員・認定会員のみ販売

【発行日】
【価　格】

ワッペン／エンブレム／会員バッヂ

SIAステッカー

販売物紹介

◆現金書留の場合・・・送付先
　〒104-0032東京都中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F　公益社団法人日本プロスキー教師協会

◆銀行振り込みの場合・・・振込先
　三井住友銀行京橋支店　普通預金　7098636　公益社団法人日本プロスキー教師協会
　※送付先等を FAX.03-5542-5908、若しくは E-mail: info@sia-japan.or.jp でご連絡ください。

◆郵便局「払込取扱票」の場合・・・振込先
　東京 口座記号 00100‐7 口座番号 53８041 加入者名 公益社団法人日本プロスキー教師協会

現金書留若しくは銀行振込でSIA事務局へお申し込みください。

申
込
方
法

【店頭販売価格】

3,520円（税込）
■新スキー教程ご購入について

【公認スキー学校所属会員】
　公認スキー学校を通じてご購入いただく予定です。

【無所属会員】
　11月1日までに予約した場合＝2,500円＋370円（送料）
　11月1日以降に予約した場合＝3,000円＋370円（送料）
　※参考 店頭販売価格（定価） 3,520 円（税込）
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／〒104-0032
　東京都中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F
　TEL. 03-5542-5907　FAX. 03-5542-5908
　URL　   http://www.sia-japan.or.jp
　E-mail　info@sia-japan.or.jp

問 合 せ／公益社団法人 日本プロスキー教師協会（S I A）
／中島英臣
／杉山公信
／奥村　治　横元信明　久慈　修　江畑昌英
　米花正裕　宮崎　哲　山口　圭　出口　超　高塚　彩
　里中英二　大峡慎吾

発 行 元
発 行 人
編 集 人
編集スタッフ

〈予告〉 SIA NEWS Vol.184は2021年1月25日発行予定です。お届け先については「宛名ラベルの見方」をご覧ください。

　会員の皆様の「会費」は協会財源として運営の要になっております。会費を納めやすいようにＳＩＡ年会費「自動払込」のご登録の推進を図っております。
「会員付帯の補償制度加入」や送金手数料が不要になるなどの特典もございます。会友の皆様も会費の納入を失念されることもなく、送金手数料なしで納めていただけます。
お手続に際しましては、以下の内容をご確認いただきますようお願いいたします。
●
●
●
●

●

毎年９月２７日（休日の場合は翌営業日）
毎年６月のＳＩＡニュースに引き落としのご案内を同封致します。
「ＳＭＢＣファイナンス」で表示されます。
正 会 員・ステージⅣ／15,000円
正 会 員・ステージⅢ／13,000円
正 会 員・ステージⅡ／11,000円
認定会員・ステージⅠ／  6,000円
会費の支払は９月３０日迄に納入することになっています。
引き落とし完了と共に「会員付帯の補償制度」へ自動的に加入
手続がされます。「自動払込」手続きをされていない会員の皆
様へは、郵便払込取扱票を毎年6月発行のSIAニュースに同
封いたしますのでご利用ください。

尚、ご不明な点等ございましたら手数ですがＳＩＡ事務局迄ご一報ください。

引 落 振 替 日
引落振替案内
通帳への印字
引き落とし額

会 費 の 前 納

：
：
：
：

：

●

●

●

引き落とし口座の変更がある場合は新たに依頼書の提出が
必要です。（締切：5月末日）
退会（会友制度への手続ナシの場合）が決定しますと自動払
込の登録を削除します。
２年続けてお届けの口座から引き落としが出来ない場合（シキンブ
ソク等）は登録を抹消させていただきます。新ためて「自働払込」を
希望される場合は新規の登録が必要になります。
引き落としが出来なかった場合は事務局より連絡いたします。

口 座 の 変 更

退会時の手続

ご 注 意

：

：

：

ＳＩＡ年会費自動払込手続きについて

宛名ラベルの見方

●「No.」／会員番号を示しています。
●「種別」／「活動会員」か「維持会員」であるか
を示しています。「活動会員」になろうとする場
合、4年間で8単位取得することと救急法の資格
が有効であることと公認スキー学校に所属して
いることが必要条件となります。

●｢所属｣／登録されている所属校を示しています。
●「有効単位」「更新日」／「有効単位」は現在の

有効単位を示しています。「更新日」までに8単位
以上の単位取得が必要です。

　※「更新日」を迎えると、次の「更新日」は４年間
後となります。更新したことにより、「有効単位」は
０単位と表記されます。４年後の「更新日」までに
８単位取得することにより資格が更新されます。

　※「累積単位」は、20期以降の累積単位を示し
ています。

●「救急法」「有効期限」／「救急法」救急法講習
の受講状況を示しています。

　◎＝日本赤十字社救急法救急員（または同等の
資格、消防署応急手当普及員等）

　○＝上記以外（普通救命講習、上級救命講習、救

急法基礎講習等）
　すでに受講しているにもかかわらず、「救急法」

欄に◎印や○印が付いていない場合、修了証
のコピーをSIA事務局宛にご送付ください。

　「有効期限」は「救急法」の有効期限を示して
います。受講証の有効期限がない場合、SIAとし
ての有効期限3年としています。 

●「会費」／未納会費は、年会費が未納となっている会
期を示しています。

　◆空欄＝未納会費なし。
　◆会費／42＝42期の会費が未納です。
　◆会費／42 41＝42期及び41期の会費が未納
です。

●「保険」／ＳＩＡ正会員総合補償制度の保険番号
等を示しています。

　（あいおい損害保険株式会社４０２６６２５０１－
●●●●の黒丸部分を宛名ラベルに記載して
います）空欄の方は未加入です。

　※この保険は、９月末日までに年会費を納入した
会員のみ適応されています。（補償期間は、１２
月１日～翌１１月３０日）

　このため10月1日～11月30日発行の宛名ラベル
には、保険番号ではなく対象予定であること等
が表示されます。

　※現在未加入の方でも、年会費に2,000円（学
校長は4,000円）プラスしてご入金頂くと追加で
加入出来ます。

●「送付」／シーズン中（１２月～３月）の郵便物送
付先について

　本人のご希望により、“所属スクール宛”若しくは
“協会登録住所（ご自宅）宛”“送付不要”を選択
できます。貴方の送付先については、宛名ラベル
の送付欄が次のように登録されています。

◆送付／Ｓ＝“所属スクール宛”
◆送付／Ｊ＝“協会登録住所（ご自宅）宛”
◆送付／Ｎ＝“送付不要”
　※“送付不要”について
　●御家族に会員がおり、同様の郵便物が重複
している方

　●インターネットを活用しているので、郵便物は必
要ないという方等

「住所等変更」の場合、すみやかに届け出を
　転居等により、住所等に変更があった場合、す

みやかにSIA事務局へ届け出てください。（市町
村合併等による住所表記変更の場合も手続きを
行ってください。）

　ＳＩＡホームページに「住所等変更」届出フォーム
を設置しています。

　（トップページ→会員ログイン→「各種申請書・申
請フォーム」→「住所等変更届出フォーム」）住
所連絡先等の変更をSIA事務局へ連絡するこ
とができます。
メールアドレス登録のお願い
　メールアドレスを登録すると、ＳＩＡから研修会な
どの情報が配信されます。

　登録には、ＳＩＡホームページ内「住所等変更」
届出フォームをご利用ください。




